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	グアニル酸結合タンパク質の発現はインターフェロンによって誘導される。グアニル酸結合タンパク質は、グアニンヌクレオチド（GMP、GDP、GTP）に特異的に結合する能力を特徴とし、GTP結合タンパク質とは結合モチーフが3つではなく2つ存在する点で区別される。[RefSeq提供、2008年7月],機能：GTP、GDP、GMPに結合する。,誘導：マクロファージ活性化時のインターフェロンγによる。,類似性：GBPファミリーに属する。,
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	GBP1抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	GBP1抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

